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健康長寿を支える地域理学療法
―理学療法士が担う個別介入と住民主体の互助
活動支援―

国立長寿医療研究センター　リハビリテーション科部　理学療法主任

川村　皓生

愛知県大府市に位置する国立長寿医療研究センター（以下、長寿研）は、研究所と病院で構成される。演者ら
が在籍する病院のリハビリテーション科部では約 140 名の理学療法士・作業療法士・言語聴覚士が入院および外
来患者の診療を担っている。リハビリテーションの対象患者は 80 歳以上の高齢者が中心であり、高い割合でフレ
イルやサルコペニアを併存している。そのような患者が地域活動に再び参加できるように、もしくは継続できる
ように支援するうえで地域理学療法学、予防理学療法学の観点は大変重要である。
長寿研のロコモフレイル外来と呼ばれる専門外来では、多職種連携による高齢者の総合診療を実施している。

理学療法士は、運動機能、認知機能、および口腔機能のスクリーニング評価を実施し、その後必要な患者さんに
対して在宅活動ガイド（Home Exercise Program for Older People; HEPOP®）を用い、運動・生活指導を行って
いる。HEPOP® とは、2020 年に COVID-19 蔓延に伴う高齢者の活動量低下を予防するために長寿研で開発した
ガイドであり、現在は患者や地域在住高齢者の運動指導ならびに自主トレーニングの定着を図るためのツールと
して活用している。ロコモフレイル外来の患者データを解析した研究成果を交えて外来での取り組みを報告する。
さらに、院内だけにとどまらず、行政や民間企業と連携し、地域住民の健康寿命延伸と要介護化予防に向けた

取り組みを展開している。なかでも半田市とは高齢者の健康増進事業に関する協定を締結し、介護予防事業の開
催および研究実施における協力体制を構築している。半田市の一般介護予防事業にて運営される住民主体の通い
の場「げんきスポット」に参加登録している一部の団体を対象に、保健事業と介護の一体的実施に係るアプロー
チとして、「ちょい足し運動プログラム」と呼ばれる事業を実施している。このプログラムでは、長寿研の理学療
法士らが数か月に一回活動の場へ赴き、身体機能測定および運動・生活指導を実施する。この事業はあくまで住
民が主体であり、我々はその活動を間接的に支援する立場にある。この事業を中心に、地域理学療法の実践例と
その成果を紹介する。
地域において長期的に持続可能な介護予防および健康増進を地域で推進するためには、「共助・公助」から「自

助・互助」へのシフトチェンジをいかに図れるかが重要と考えている。今回は、ナッジ理論などの行動変容アプロー
チを活用した実践例を通して、地域における理学療法士の立場と役割について議論したい。本シンポジウムが、
多様社会における地域理学療法の新たな実践モデルを考えるきっかけのひとつとなることを期待する。

略歴
【職歴・学歴】
2004 年　名古屋大学医学部保健学科 理学療法学専攻
2015 年　中部大学大学院生命健康科学研究科 リハビリテーション学専攻
2017 年　国立長寿医療研究センター リハビリテーション科部
2023 年　愛知医科大学大学院医学研究科 臨床医学系
【認定資格等】
医学博士、サルコペニア・フレイル指導士、介護支援専門員、3学会合同呼吸療法認定士、地域専門理学療法士、介護予防専門理学
療法士、介護予防認定理学療法士、フレイル対策推進マネジャー、日本理学療法協会指定管理者（上級）
【所属学会】
日本予防理学療法学会（評議員）、日本サルコペニア・フレイル学会（評議員）、日本転倒予防学会（代議員）、日本老年医学会、など
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地域高齢者の要介護・認知症予防に向けたリスク
把握と個別支援：予防老年学研究部の取り組み

国立長寿医療研究センター　予防老年学研究部

下田　隆大

超高齢社会を迎えた本邦において、健康寿命の延伸および社会保障制度の持続可能性の確保は喫緊の課題であ
る。要介護状態や認知症の発症・進行を防止するためには、発症前の軽度段階や前駆期においてリスクを早期に
把握し、高リスク者に対して適切な個別支援を提供する体制の構築が不可欠である。
国立長寿医療研究センター予防老年学研究部では、理学療法士を含む多職種が連携し、地域在住高齢者を対象

とした大規模な地域住民健診事業を推進し、運動機能、認知機能、生活機能等に関する包括的データの収集とリ
スク評価に取り組んできた。特に、認知症の早期発見および早期対応体制の普及を目指し、J-DEPP 事業（Japanese
Dementia Early Prevention Program）を展開している。また、要介護および認知症予防に資する介入手法として、
ICTを活用した自己管理アプリ（オンライン通いの場アプリ）による行動変容やセルフモニタリングの効果検証
を進めている。さらに、介護ボランティア（プチボラ）を通じて、社会的孤立や孤独を生まない地域づくりを目
指した研究事業にも取り組んでいる。近年はAI 技術の進展を踏まえて、高齢者のAI リテラシー向上や、AI 技
術を活用した新たな介入手法の開発にも着手している。
これら一連の取り組みから、認知機能や生活機能の低下リスクを有する高齢者の特性、ならびにデジタルツー

ルや地域資源を活用した介入の有効性に関する知見が蓄積されつつある。一方で、実社会への実装に向けては、
ICTリテラシーの個人差に伴うデジタルデバイドへの対応や、長期的な介入効果の持続性、自治体事業としての
定着や費用対効果の検証など、解決すべき課題も残されている。
本シンポジウムでは、予防老年学研究部が進めてきた高齢者機能健診、ハイリスク者への個別支援、プチボラ

等の地域参加を促す取り組みを紹介し、理学療法士の立場から、健康寿命の実現に向けた実践を通じて得られた
科学的エビデンスと実装上の課題を共有する。そのうえで、国立長寿医療研究センター周辺地域の高齢者が健康
を維持する背景要因を考察し、地域生活の現場に即した実効性の高い要介護・認知症予防アプローチのあり方に
ついて議論を深めたい。

略歴
2015 年 3 月　北里大学医療衛生学部リハビリテーション学科理学療法学専攻　卒業
2015 年 4 月　さがみ循環器クリニック　理学療法士
2019 年 6 月　東京警察病院　理学療法士
2020 年 3 月　北里大学大学院医療系研究科リハビリテーション科学博士課程　修了
2023 年 1 月　国立長寿医療研究センター　予防老年学研究部　特任研究員
2026 年 4 月　国立長寿医療研究センター　予防老年学研究部　特任主任研究員
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地域を基盤とした研究と地域理学療法
―住民のウェルビーイングを支えるために―

浜松医科大学医学部健康社会医学講座、国立長寿医療研究センター老年社会
科学研究部

野口　泰司

地域を基盤とする研究活動は、エビデンスの構築・発信に加えて、地域住民の研究参加を通じたヘルスプロモー
ションやウェルビーイングに役立つ可能性がある（Mori Y, et al., Geriatr Gerontol Int 2025）。本講演では、主に
愛知県知多半島地域で展開される国立長寿医療研究センター等が関わる研究プロジェクトの紹介を通じて、地域
理学療法における研究推進と住民のウェルビーイングへの意義を議論したい。
日本老年学的評価研究（Japan Gerontological Evaluation Study：JAGES）は、愛知県知多半島地域を含む全国

75 市町村（2025 年調査時）が参画する、「健康の社会的決定要因」の解明と健康格差の縮小を目的とした人口ベー
スの研究プロジェクトである。多地域にまたがる大規模データを基盤に介護予防、地域づくり、高齢者政策に資
するエビデンスを構築している。高齢者の転倒の地域差（林ら , 厚生の指標 2014）、地域のつながりや信頼を示す
ソーシャル・キャピタルとフレイル予防（Noguchi T, et al., J Epidemiol Community Health 2022）、高齢者の若
返りへの社会参加の貢献（Watanabe R, et al., J Am Med Dir Assoc 2024）などの研究は、個人への働きかけに加
え、健康を支える社会環境整備の重要性を示唆している。
在宅ケアとくらしの調査（JAGES-Home Care）は、2022 年に開始された在宅要介護高齢者とその家族介護者

を対象とした研究プロジェクトであり、全国約 30 自治体・約 5000 世帯が参加している（2025 年調査時）。要介護
や認知症、脳卒中など疾病や障害を有し地域で暮らす人々の生活やウェルビーイングに対して、従来の身体要因
や介護サービス要因に加えて、住環境（Kawaguchi K, et al., J Public Health 2024）、社会参加（Fujihara S, et al., 
under review）、趣味活動（Noguchi T, et al., J Am Med Dir Assoc 2026）などの役割を示している。
寄り添い調査は、愛知県知多北部地域の軽度要介護高齢者とその家族を対象とした、要介護の重度化予防とウェ

ルビーイングを目指した縦断研究である。2023-2024 年のベースライン調査では約 1,400 人がリクルートされ、追
跡調査を進めている。社会の高齢者に対する偏見・差別（エイジズム）や認知症への誤解や否定的な態度（スティ
グマ）は、支援アクセスや社会参加の障壁となる。本人・家族の尊厳と権利の保障のためには、疾病や障害があっ
ても地域とのつながりや役割を保ち、必要な支援にアクセスできる包摂的な地域社会が求められる。
これらの研究は、理学療法士が個人の身体機能のみならず、その人の生活と地域環境を捉え、住民・自治体・

多職種と協働して地域づくりに関与する意義を示している。また、地域を基盤とした研究を、エビデンスを生み
出す場にとどめず、住民自身の健康やウェルビーイングにもつながる実践として展開する視点が重要である。

略歴
2012 年 名古屋大学医学部保健学科 理学療法学専攻卒業
2014 年 名古屋大学大学院医学系研究科 リハビリテーション療法学専攻 博士前期課程修了　修士（リハビリテーション療法学）
2021 年 名古屋市立大学大学院医学研究科 公衆衛生学分野 博士課程修了 博士（医学）
2019-2024 年 国立研究開発法人国立長寿医療研究センター 研究所 老年社会科学研究部　研究員
2022-2024 年 日本学術振興会特別研究員（PD）
2023-2024 年  University College London, Institute of Epidemiology and Health Care, Department of Behavioural Science and 

Health, Visiting Scholar
2024-2025 年 国立研究開発法人国立長寿医療研究センター 研究所 老年社会科学研究部主任研究員
2025 年 - 現在 浜松医科大学 医学部 健康社会医学講座 助教
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